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越谷市一般廃棄物処理基本計画 

基本理念 

■参加と協働による循環型社会をめざして 
循環型社会：ごみの排出を抑制し、有限である資源を効
率的に利用するとともに再生産を行ってごみ処理による
環境負荷を低減させる社会 

 

 

 



３Ｒの推進 

リデュース・リユース・リサイクル 
  ３Ｒは、順番が大切です。まず、リデュースから始めて、
次にリユース、そしてリサイクルです。 

 

 リデュース（発生抑制） 
  発生するごみをできるだけ減らす。 

 リユース（再使用） 
  繰り返し使えるものは、できるだけ繰り返し使う。 

 リサイクル（再生利用） 
  繰り返し使えないものは、資源として 
 リサイクルする。 



収集区分と収集運搬体制 
家庭系ごみ 

  項   目 収集方式 排出形態 収集回数 

収集 

燃えるごみ ステーション 袋 週２回 

ペットボトル ステーション カゴ 隔週 

白色トレイ ステーション カゴ 隔週 

古着類 ステーション 袋 隔週 

古紙類 

新聞 

ステーション ひも結束 隔週 

雑誌 

段ボール 

雑紙 

紙パック 

燃えないごみ ステーション カゴ 隔週 

缶 ステーション カゴ 隔週 

びん ステーション カゴ 隔週 

粗大ごみ 戸別 － 随時（予約制） 

危険ごみ ステーション カゴ 隔週 

直接搬入 粗大ごみ・せん定枝 － － 随時（予約制） 



ごみ排出量の推移（家庭系＋事業系） 
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ごみ排出量の推移（家庭系） 
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ごみ排出量の推移（事業系） 



燃えるごみの中に混在する資源物 

（家庭系） 
 

平成２８年度 東埼玉資源環境組合組成調査結果  



燃えるごみの中に混在する資源物 

（事業系） 
 

平成２８年度 東埼玉資源環境組合組成調査結果  



雑紙の一例 

 ・食品の空き箱、ダイレクトメール、ラップやトイレットペーパの
芯などは、そのままで雑紙として出せます。 



ごみ減量・資源化の目標 

 平成３２年までに具体的な目標値を設定し、ごみ減
量・資源化を推進する。 

 

 ごみ排出量の削減目標 
  １人１日あたりのごみ排出量を 

  平成２２年度：８４４ｇ 

  平成３２年度：８００ｇに削減する 

 再生利用の目標 
  平成２２年度：１８．７％ 

  平成３２年度：２５．４％に引き上げる 

844g 800g 



ごみ減量・リサイクルのための
取組内容 

施策の 
基本方向 

施策 事業 

1 普及啓発、環境 
   学習の推進 

1-1 ごみ減量・リサイク
ル情報の充実 

①ごみ減量・リサイクルの
PR 

②イベントの開催 

③アンケート調査の実施 

④学校におけるリサイクル
学習の支援 

⑤ホームページの充実 

⑥リサイクルプラザの活用 



2 参加と協働に 
  よる取り組み 

2-1 市民による減量・
リサイクルの推進 

①市民参加の促進 

②家庭での生ごみ抑制・資源化の促進 

③集団資源回収活動の促進 

④マイバッグ等の促進 

⑤廃棄物減量等推進員との連携 

⑥各種団体等の先進的な取り組みの普
及促進 

⑦民間リサイクルルートの活用促進 

2-2 事業者による減
量・リサイクルの推進 

①事業者によるごみ減量・リサイクル活
動の推進 

②過剰包装の自粛 

③減量化計画書等の作成 

2-3 行政による減量・
リサイクル推進体制の
充実 

①廃棄物減量等推進審議会の開催 

②行政における減量・リサイクルの推進 



3 分別収集の
推進 

3-1 分別の徹底 
  
  
  

①分別ルールの徹底 

②雑紙の拠点回収の実施 

③ごみ搬入時検査の充実 

④分別排出強化月間の実施 

⑤集積所での分別指導 

⑥生ごみリサイクルの検討 

⑦その他プラスチック製容器包装リサイク
ルの検討 

⑧排出禁止物等の適正処理の周知 

3-2 排出・収集方法
等の検討 

①排出・収集方法等の検討 

4 費用負担の
検討 
  
  

4-1 ごみ処理に係る
費用負担の検討 
  
  

①事業系燃えないごみの費用負担の見
直し 

②家庭系ごみの有料化の検討 

③廃棄物会計基準の導入 



5 処理処分
施設の整備 
  

5-1 資源化の徹底 ①ストックヤードの整備 

②ごみ処理における資源化の徹底 

③資源化技術等の調査研究 

5-2 環境に配慮した
処理システムの整備 

①公害防止設備の整備充実 

②適正処理困難物の適正処理 

③最終処分場の適正管理 

5-3 広域的ごみ処理
体制の確立 
  

①東埼玉資源環境組合との連携 

②各種団体との連携 

6 地域環境
の整備 

6-1 地域美化の推進 ①地域清掃活動の推進 

②越谷市まちをきれいにする条例の
普及 
③越谷市路上喫煙の防止に関する
条例の普及 

6-2 不法投棄の防止 ①不法投棄の防止 

7 災害対策 
7-1 災害時の廃棄物
対策 

①災害時の廃棄物対策の検討 


